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八木田和浩議員

　
　
　
９
月
定
例
会
で
は
、

　
　
　
　
　
　
議
員
４
名
・
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ポ
イ
登
山
道
６
合
目

　

  

付
近
の
伐
採
に
つ
い
て

　
　
　

伐
採
に
つ
い
て
町
長
は
知

　
　
っ
て
い
た
の
か
。

　
　
　

す
べ
て
を
確
認
し
て
い
な

　
　

か
っ
た
が
立
場
上
知
ら
な
か

っ
た
と
は
申
せ
な
い
。

　
　
　

な
ん
の
目
的
に
切
っ
た
の

　
　
か
、
本
当
に
切
る
必
要
性
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

高
山
植
物
を
再
生
さ
せ
る

　
　

た
め
の
実
験
と
し
て
必
要

で
、
活
動
Ｐ
Ｒ
の
た
め
登
山
道
付

近
の
木
を
切
っ
た
。

　
　
　

伐
採
に
当
た
り
ど
こ
の
誰

　
　
の
許
可
を
得
て
い
た
の
か
。

　
　
　

北
海
道
知
事 

鈴
木
直
道
、

　
　

文
化
庁
長
官 

宮
田
亮
平
。

樹　　種 試験区１ 試験区２ 試験区３ 合　　計

キタゴヨウ ３５ １３ ６ ５４

アオダモ １１ １ ０ １２

チシマザクラ ６ ０ ０ ６

ミズナラ ４ ０ １ ５

アカエゾマツ ２ ０ ２ ４

トドマツ １ ０ １ ２

イタヤカエデ １ ０ １ ２

アズキナシ ０ ０ １ １

キタコブシ １ ０ ０ １

合　　計 ６１ １４ １２ ８７

　
　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
よ
り

　
　
結
果
的
に
一
部
と
は
い
え
残

せ
る
自
然
と
景
観
を
破
壊
し
て
い

る
と
思
う
が
伐
採
後
の
状
況
を
見

て
ど
う
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

今
回
の
伐
採
に
つ
い
て
は

　
　

自
然
環
境
を
破
壊
し
て
い
る

と
い
う
一
面
は
否
め
な
い
。
あ
え

て
登
山
道
横
に
試
験
地
を
持
っ
て

き
た
理
由
に
、
こ
う
し
た
や
む
を

得
な
い
実
験
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
ほ
ど
、
ア
ポ
イ
岳
の
高
山
植
物

群
は
ひ
っ
迫
し
た
状
況
で
あ
る
と

登
山
者
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
。

町
民
と
の
十
分
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス

無
し
（
議
会
も
誰
一
人
知
ら
な
か

っ
た
）。

　
　
　

伐
採
し
た
木
の
本
数
と
種

　
　
類
と
樹
齢
に
つ
い
て
　
　

　
　
　

１
０
０
年
物
、
80
年
物
、

　
　

50
年
物
ほ
か
（
標
高
の
高
い

と
こ
ろ
で
は
50
年
物
が
多
い
）。

伐 採 し た 樹 種 と 本 数

←
伐
採
試
験
区
の
位
置

い
き
た
い
。
目
安
箱
等
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
き
た
い
。
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小
中
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

    

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
状
況

       

と
そ
の
問
題
点
等
に
つ
い
て

　
　
　
小
中
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ

　
　
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
状
況
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
や
動
画
視
聴
、
会
員
制
交
流
サ

イ
ト(

Ｓ
Ｎ
Ｓ)

等
の
使
用
状
況

を
調
査
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
。

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

　
　

は
小
学
校
で
は
82
・
31
％
、

中
学
校
で
は
94
・
５
％
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
状
況

は
小
学
校
は
42
・
86
％(

保
護
者

の
も
の
借
用
含
む)

、
中
学
校
で

は
91
・
67
％
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
利
用

は
、
小
学
校
は
63
・
27
％
、
中
学

校
で
は
61
・
９
％
。

　

動
画
視
聴
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
で
は
94
・
56
％
、
中
学
校
で
は

92
・
86
％
。

　

会
員
制
交
流
サ
イ
ト(

Ｓ
Ｎ
Ｓ)

等
の
使
用
状
況
は
小
学
校
で
は

46
・
96
％
、中
学
校
で
は
89
・
29
％
。

　
　
　
使
用
の
問
題
点
や
危
険
性

　
　
に
つ
い
て
、
ど
の
段
階
で
ど

の
よ
う
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　

使
用
上
で
は
、
学
校
管
理

　
　

下
の
も
と
で
は
な
く
、
各
家

庭
の
管
理
下
の
こ
と
に
な
る
為
、

児
童
生
徒
及
び
保
護
者
に
対
し
て

も
周
知
を
し
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
。
小
中
学
校
で
は
、
道
徳
の
時

間
等
の
中
で
指
導
し
、
個
人
情
報

の
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
る
。
特
に
近
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
に
つ
い
て
、
一
度
出
し
た
情
報

が
拡
散
し
、
消
せ
な
い
状
況
に
な

る
等
十
分
気
を
つ
け
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

海
水
浴
場
の
管
理
・
運
営
の

　
　

 

現
状
と
今
後
の
方
向
性

　
　

  　
　
　
　

  

に
つ
い
て

　
　
　
管
理
棟
の
設
備
や
備
品
の

　
　
現
況
に
つ
い
て
。
約
５
年
前

に
指
摘
し
た
廃
棄
す
べ
き
ロ
ッ

カ
ー
が
ま
だ
撤
去
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
撤
去
費
用

は
幾
ら
か
。

　
　
　

管
理
棟
の
設
備
・
備
品
は
、

　
　

多
く
は
北
海
道
の
所
有
で
、

毎
年
修
繕
の
依
頼
を
す
る
と
と
も

に
、
使
用
で
き
な
い
設
備
等
の
撤

去
を
依
頼
し
て
い
る
も
の
の
、
予

算
の
関
係
も
あ
り
、
対
応
い
た
だ

い
て
い
な
い
。
撤
去
の
費
用
は
約

10
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　

　　
〝
様
似
町
の
窓
口
〟
の
施

　
　
設
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
何

か
。
ジ
オ
パ
ー
ク
や
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
色

々
な
要
望
・
意
見
を
聞
く
た
め
、

目
安
箱
等
を
徴
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
　

今
年
は
残
念
な
が
ら
、
パ

　
　

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
用
意
出
来

な
か
っ
た
が
、
来
年
度
は
考
え
て

い
き
た
い
。
目
安
箱
等
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

〝
防
災
〟
に
お
い
て
、

　

    

町
が
行
う
べ
き
役
割
と

　
　
　
　
　

   

責
任
に
つ
い
て　
　

  

　
　
　
　

　
　

　「
９
月
１
日
」
は
〝
防
災

　
　
の
日
〟
で
す
が
、
こ
の
日
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
等
が
実

施
し
た
か
に
つ
い
て
。
ま
た
こ
の

日
の
趣
旨
と
、誰
が
決
め
た
の
か
。

　
　
　

９
月
１
日
に
防
災
に
関
連

　
　

し
た
事
業
等
は
行
っ
て
は
い

な
い
。
た
だ
、
広
報
「
さ
ま
に
」

に
防
災
啓
発
の
基
準
を
掲
載
。
９

月
９
日
に
高
齢
者
が
集
う
サ
ー
ク

ル
で
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話

を
実
施
。
中
学
校
で
は
、
生
徒
に

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
組
み
立
て
る

等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
を
実
施
。
10

月
２
日
に
は
小
学
校
で
、
１
日
防

災
学
校
を
実
施
す
る
。　

〝
防
災

の
日
〟
の
趣
旨
は
勉
強
不
足
で
承

知
し
て
い
な
い
が
、
国
が
定
め
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

９
月
７
日
北
海
道
新
聞
に

　
　
掲
載
さ
れ
た
、
避
難
所
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
防
止

に
必
要
な
４
品
目
の
備
蓄
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
想
定
必
要

数
を
備
え
て
な
い
日
高
管
内
の
町

と
し
て
、
様
似
町
が
入
っ
て
い
る

が
、
詳
細
に
つ
い
て
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
町
民

　
　

が
災
害
発
生
後
３
日
間
必
要

と
す
る
想
定
必
要
数
と
備
蓄
数
量

を
問
う
て
い
る
。
マ
ス
ク
は
２
万

５
千
枚
に
対
し
１
万
４
千
枚
。
消

毒
液
は
３
７
５
リ
ッ
ト
ル
に
対
し

２
１
０
リ
ッ
ト
ル
、
ま
た
パ
ー
テ

ン
シ
ョ
ン
と
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト

は
、
備
蓄
は
な
い
。

　
　
　

避
難
所
設
置
、
避
難
所
備

　
　
品
、
避
難
に
係
る
不
安
解
消

の
為
の
住
民
・
自
治
会
の
意
見
を

徴
し
た
資
料
等
の
有
無
に
つ
い
て

　
　
　

住
民
や
自
治
会
か
ら
意
見

　
　

を
伺
っ
た
こ
と
は
な
い
。

。


